
っ
て
生
き
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
明
る
く
生
き
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。ヘ

O
－
一八

一一

岩
手
県
上
閉
伊
郡
J

／大
槌
町
白
木
町
二
八

l
二
二

l
一

」

社
）
マ
大
阪
魚
市
場
株
式
会
社
（
社
長
久

井
四
十
こ
マ
大
阪
東
部
水
産
物
株
式
会

社
マ
大
栄
太
源
株
式
会
社
（
社
長
尾
張
治

一
郎
）
マ
松
風
喜
美
栄
（
三
浦
市

・
「洋

か
ら
の
便
り
」
売
り
上
げ
）
マ
全
日
海
千

葉
支
部
マ
千
葉
船
員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
沢
畑
久
雄
（
東
京
魚
市
場
卸
協
同
組
合

理
事
長

・
藍
綬
褒
章
受
賞
祝
）
マ
伊
藤
春

次
（
中
央
魚
類
株
式
会
社
相
談
役
）

〔
十
二
月
〕

マ
（
財
）
魚
価
安
基
金
マ
漁
業

共
済
基
金
マ
（
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全

協
会
マ
香
住
漁
業
調
整
事
務
所
マ
全
漁
連

名
古
屋
冷
凍
工
場
マ
（
財
）
海
洋
生
物
環

境
研
究
所
マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会

マ
全
漁
連
境
港
油
槽
所
マ
全
漁
連
購
買
部

．
公
害
対
策
室
・
海
苔
海
藻
部
・
漁
政
部
・

監
事
室
マ
漁
協
経
営
セ
ン
タ
ー
マ
全
漁
連
一

八
戸
油
槽
所
マ
全
水
振
興
株
式
会
社
マ
全

漁
連
金
沢
油
槽
所
マ
全
漁
連
油
質
研
究
所

マ
全
漁
連
大
船
渡
油
槽
所
マ
北
海
道
区
水

産
研
究
所
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
局

マ
根
本
殖
（
成
田
魚
市
場
株
式
会
社
社
長

厳
父
香
典
返
し
）
マ
東
北
区
水
産
研
究
所

マ
水
産
庁
長
官
岡
安
誠
マ
水
産
庁
建
設
課

．
漁
船
研
究
室

・
開
発
普
及
諜
・
沖
合
漁

業
課

・
遠
洋
漁
業
課

・
水
産
流
通
謀
・
漁

場
保
全
課

・
計
画
課
・
沿
岸
漁
業
課

・
長

官
官
房
報
務
課

・
漁
業
保
険
課

・
防
災
海

岸
課

・
国
際
課

・
漁
船
課
・
協
同
組
合
課

マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所
マ
全
漁
連
大
阪

の
り
流
通
セ
ン
タ
ー
マ
全
漁
連
企
画
開
発

部

・
組
合
経
営
推
進
部
マ
北
海
道
漁
業
調

整
事
務
所
マ
全
漁
連
海
苔
海
藻
類
養
殖
研

究
セ
ン
タ
ー
マ
全
国
水
産
業
協
同
組
合
共

済
会
・
同
募
金
箱
マ
水
産
庁
企
画
課
マ
新

潟
漁
業
調
撃
事
務
所
マ
全
漁
連
東
京
支
所

マ
高
山
隆
三

（慶
応
義
塾
大
学
）
マ
（財
）

漁
場
泊
濁
被
害
救
済
基
金
マ
環
境
庁
中
前

明
マ
全
漁
連
塩
釜
冷
凍
工
場
マ
漁
業
信
用

基
金
中
央
会
マ
福
井
キ
ヨ
（全
日
海
径
由
）

マ
全
日
海
三
崎
支
部
マ
宝
洋
海
運
産
業
K

K
奈
良
丸
船
長
吉
田
幸
士
ロ
マ
匿
名
に
よ
り

マ
水
産
庁
海
洋
漁
業
部
長
杉
浦
昭
マ
（
財
）

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
マ
農
林
中
央
金
庫

マ
合
沢
洋
子
マ
中
央
漁
業
信
用
基
金
マ
全

漁
連
九
州
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー
マ
漁
船
同

盟
マ
三
崎
船
員
組
合
マ
波
崎
漁
民
組
合
マ

水
産
庁
真
珠
研
究
所
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岩
手
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槌
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小
笠
原
美
保
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第

昭
和
五
十
二
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
漁
協
系
統
募
金
及

び

一
般
寄
附
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
年

末
に
は
今
年
も
水
産
庁
、
全
漁
連
を
は
じ
め

漁
業
関
係
団
体
の
役
職
員
の
皆
様
か
ら
暖
か

い
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
芳

名
を
掲
げ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一年

私
の
家
族
は
、
母
・
妹
・
私
の
三
人
で
す
。

私
は
、
も
う
十
七
オ
に
な
り
、
今
年
高
校

三
年
生
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
と
妹
が
幼
な
か

っ
た
頃
、
母
は
私
た
ち
を

育
て
る
た
め
に
脊
労
し
た
よ
う
で
す
。
私
は
、

よ
く
「
父
が
生
き
て
い
れ
ば
：
：
：
U

と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、
今
に
し
て
み
れ
ば
、
現
実

を
も
っ
と
み
つ
め
強
く
生
き
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
も
何
日
か
た
ち
ま
し
た
。
目
標
を
し

っ
か
り
立
て
、
が
ん
ば
リ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
第

一
に
、
高
校
卒
業
後
は
就
職
す

る
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
に
実
を
入
れ

て
が
ん
ば
る
こ
と
。
第
二
に
、
健
康
で
す
な

お
な
人
で
あ
り
た
い
。
第
三
は、

二一
年
生
に

な
る
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
長
く
て
七
月
頃
ま

で
で
終
わ
り
に
な
る
の
で
、

一
生
懸
命
や
る

こ
と
。
そ
し
て
、
何
ご
と
に
も
誠
実
で
あ
り

た
し
。
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一
七
七
、
八
七
六
円

五年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
本
年
も
実
り

あ
る

一
年
に
し
て
下
さ
い
。

育
英
会
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
本

年
は
早
く
も
九
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
ま
だ
、

ま
だ
、
皆
さ
ん
の
御
期
待
に
そ
え
な
い
こ
と

が
多
く
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
幸

い
、
全
固
め
漁
業
関
係
者
及
び

一
般
国
民
の

皆
さ
ん
の
暖
か
い
御
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
私
ど
も
直
接
こ
の
事
業
に
た

ず
さ
わ
る
も
の
と
し
て
、

一
層
の
努
力
を
い

た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
御
支
援
下
さ
っ
た
多

く
の
皆
さ
ん
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、

ま
た
、
今
後
の
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
御
存
知
の
と
お
り
我
が
国
漁
業
に

は
、
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
難
局

を
切
り
ぬ
け
る
た
め
、
新
年
に
あ
た
リ
関
係

者
皆
さ
ん
の

一
層
の
御
活
躍
を
お
願
い
い
だ

す
と
と
も
に
、
改
め
て
、
海
難
等
事
故
の
な
い

よ
う
御
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
事
業
推
進

の
う
え
で
、
漁
協
系
統
の
御
尽
力
に
深
く
感

謝
し
、
本
年
の
御
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

三
五
回
、

八
七
六
円

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
間
日
雪
の
降
っ
て
い
る
日
に
、
蒸
気
の
船

（タ
ン
カ
ー
）
に
や
ら
げ
ら
れ
て
、
速
く
ま

で
と
は
さ
れ
、
少
し
の
間
泳
い
で
い
た
が
し

ん
ぞ
う
ま
ひ
で
死
に
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
船
の
船
長
は
、
船
の
方
ラ
ス

を
ゃ
ぶ
り
柱
を
っ
た
っ
て
上
が
り
助
け
を
呼

ん
で
助
か
っ
た
。

お
父
さ
ん
も
助
け
を
呼
ん

だ
が
、
し
ん
ぞ
う
ま
ひ
で
死
ん
だ
。
だ
か
ら

沖
を
通
る
蒸
気
を
み
る
と
、
お
父
さ
ん
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
う
式
の
目
、
蒸
気
の
会
社
や
船
長
は
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
来
る
べ
き
だ
と
い

っ
て
お
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ

一
年
に
な
り

ま
す
。
そ
う
式
に
こ
ら
れ
な
か

っ
た
ら
、
い

つ
で
も
い
い
か
ら
顔
を
出
し
、
お
ま
い
り
し

て
ほ
し
い
。

お
母
さ
ん
の
話
し
て
は
、
蒸
気
の
船
長
は

や
め
た
そ
う
で
す
。

船
長
が
首
に
な
っ
て
も
、
き
い
ば
ん
で
お

金
が
も
ら
え
て
も
、
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
も

ど
っ
て
こ
な
い
。
い
く
ら
、
お
父
さ
ん
を
返

え
せ
／

返
、
ぇ
せ
／

と
い
っ
て
も
、
も
ど

っ
て
こ
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
船
長
き
ん

一
度
で
い
い
か
ら

顔
を
見
せ
て
下
き
い
。
お
父
さ
ん
も
天
国
で

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
船
長

が
は
が
い
い
で
す
。
家
族
、
親
せ
き
み
ん
な

の
願
い
で
す
。

ヘ
六
四
九
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一
六
九、

四
四
七
円

九
六
四
、
六
四
五
円

よ

O
四
i
十
二
月
総
計

五
五

だ

三一

九
、
五
二
一

円

A
Q
一品

と
こ
ろ
で
、
私
は
今
臼
ま
で
明
る
く
育
っ

た
の
は
、
学
校
の
友
達
の
影
響
も
あ
り
ま
す

が
、
家
族
て一
人
が

一
つ
に
な
っ
て
た
す
け
合

※

御

芳

名

（敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い
寄
附
金

を
含
む
。）

〔
十
月
〕

マ
岡
山
県
漁
連

（以
下
県
連
又

は
協
議
会
略
）
マ
岩
手
県

（
田
代
ス
イ

・

田
代
三
郎
氏
香
典
返
し
）
マ
京
都
府

〔
十
一
月
〕

マ
山
形
県
（
魚
住
政
喜
香
典

返
し
）
マ
長
崎
県
マ
岩
手
県
（
陸
中
宮
古

青
年
会
議
所
）
マ
山
口
県

〔
十
二
月
〕

マ
石
川
県
マ
神
奈
川
県
マ
岩

手
県
（
県
立
宮
古
病
院
釣
ク
ラ
ブ

一
同
）

マ
岩
手
県

（農
中
盛
岡
支
所
）
マ
福
島
県

マ
愛
知
県
マ
千
葉
県
マ
大
分
県
マ
京
都
府

マ
広
島
県
マ
静
岡
県
（

一
市
民
）

二
、
一
般
寄
附

〔
十
月
〕

マ
赤
平
正
健
マ
函
館
水
高
同
窓

会
北
鳳
会
東
京
支
部
マ
椙
田
チ
ヨ

（
椙
田

拓
治
氏
香
典
返
し
）
マ
大
都
魚
類
株
式
会

社
（
社
長
長
谷
川
秀
雄
）
マ
漁
船
保
険
振

興
対
策
協
議
会
マ
松
風
喜
美
栄
（
三
浦
市

「
洋
か
ら
の
便
り
」
売
り
上
げ
）

〔
十
一
月
〕

マ
全
日
本
海
員
組
合

（組
合

長
村
上
行
一
不
）
マ
安
田
生
命
保
険
相
互
会

英＝恒
同
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亨
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さ
て
、
遺
族
に
と
り
公
的
年
金
は
、
ま
さ

に
生
活
を
支
、
え
る
大
き
な
カ
で
す
。
だ
が
、

現
状
は
、
こ
れ
だ
け
で
家
族
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
を
害
し
て

お
ら
れ
る
母
も
多
い
し
、
職
を
求
め
必
死
に

働
い
て
お
ら
れ
る
母
が
大
部
分
で
す
。
母
が
、

亡
く
な
ら
れ
た
父
に
か
わ
り

一
家
の
柱
と
な

っ
て
働
か
さ
る
を
え
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

前
回
に
も
ふ
れ
ま
し
た
と
お
り
わ
が
国
経
済

の
現
状
、
な
か
ん
ず
く
漁
業
情
勢
の
変
化
の

影
響
が
、
母
達
に
と
り
身
近
な
職
場
で
あ
る

水
産
加
工
業
等
関
連
部
門
に
も
大
き
く
の
し

か
か
っ
て
き
た
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動
の

一
環
と
し
て
、

皆
ん
な
の
カ
で
、
母
達
の
働
き
場
の
確
保
等

よ
き
相
談
相
手
に
な
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
家
庭
で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
そ

の
第

一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。
人
の

「幸
せ
」

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
の
価
値
観
に
よ
っ

て
異
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
漁
業
で
、

一

番
大
事
な

一
家
の
大
黒
柱
を
亡
く
し
た
遺
族

に
と
り
、
「
幸
せ
」
を
ど
う
考
え
よ
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
考
え
て
き
ま
す
と

わ
れ
わ
れ
の
中
か
ら
、
こ
れ
以
上
海
難
等
に

よ
る
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
お
し
む
べ
き
で

な
い
と
考
、
え
ま
す
。
も
し
、
若
干
の
産
業
災

害
は
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
意
識
が
、

漁
業
経
営
者
あ
る
い
は
指
導
的
立
場
に
あ
る

人
の
中
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
大
変
な
あ
や

ま
り
だ
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
が
、
現
実
に
は
経
営
と
遺
族
と
の
関
係

を
み
ま
す
と
、
経
営
が
経
済
的
合
理
性
を
考

え
る
余
り
か
、
な
か
に
は
冷
め
た
さ
を
感
じ

る
例
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
残
念
で
す
。

遺
族
の
立
場
で
、
社
会
保
障
問
題
を
考
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
制
度
聞
の
保
障
格

差
の
問
題
か
ら
、
「
母
の
声
」
と
し
て
出
て
い
る

切
実
な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
、
遺
族
だ
け
の
も
の
で
は
あ

川川町一

り
ま
せ
ん
。

，．、．
／
＼
一

漁
業
は
、
大
自
然
の
中
で
成
立

障
一

つ
産
業
で
す
。
時
に
は
不
可
抗
力

保
一

に
よ
る
事
故
が
お
き
ま
す
。
こ
れ

全
品
一

に
備
え
る
の
が
社
会
保
障
と
い
え

社
一

ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
社
会
保
障

と
一

制
度
は
、
漁
業
従
事
者
す
べ
て
に

業
一

と
り
老
後
生
活
の
安
定
に
役
立
て

漁
一

る
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

漁
業
に
お
け
る
社
会
保
障
、
社

会
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
基
本
は
な
に
か
、
を

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ

に
は
漁
業
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
人
々
の
労

働
の
安
全
が
ま
ず
確
保
さ
れ
、
家
族
全
員
が

( 1 ) 

手
島
弘
平
）

（
事
務
局
次
長

以
上



くれました。。。。。。。。。。。。予

兵庫県漁民いれいとうに行きました。山小励ましの便りからい付

どう中が長くてつかれた。大人四人でー0000000Avoee

かかえられるくらいの太いすぎの木が（前略）思えば父の実弟が、海難事

何本もあった。故で若き三十数オの生涯を、故郷相馬

はかは、まだまっきらでじぞうきんの海に閉じまして十七年の歳月が流れ

がさかなをだいていためもあった。ぽました。（中略）今はいとこ達も皆社

くは、おばあちゃんに言った。「この会人となり、長男は理解あるお嫁さん

はかの中になにが入っとるの」。と聞いと三人の男子に恵まれ、十七年の荒波

たら「この中には、船に関係しているを乗り越えた一家が、当然報われるべ

人が入っている己と教えてくれた。ほき平穏な日々を過ごしております。

くは、「お父さんも入ってるの己と聞しかもおじが残した二人の男子が、

いた。おばあちゃんは「入っている己共に結局海に生きる仕中を選んだ事は、

と言いました。何の縁でしょうか？。愛する父を奪つ

おぼうさんが、おきょうを言っていた海でありながらも、なお引き寄せら

る間おばあちゃんとせんこうをそなえれる大いなる力を海は持っているに違

ました。ぼくは、お父さんが、こんないありません。

いいおはかをしてもらってうれしくて勿論、海難事故は、これからさき一

七時十四分の特急はまかぜに乗ってたまりませんでした。ほくは、おまい件とであってはならぬ悲劇とは存じま

おばあちゃんとぼくと高野山に行き、りしてよかったなあと思いました。すが、今その人生のいたずらに見舞わ

遍照光院にとまりました。ぼくは、心の中でみんな元気でいいれた方々にも、その勇気とファイトに

朝おつとめがあった。本企でおぼうくらしが、できるようにとおねがいし何かが答えるHが訪れることじ信じま

さんが、おきょうを言ったりシンバルた。はくは、お父さんのかわりにおじす。文集を拝見いだしまして、今立ち

のようなかねをならしていました。ぼいちゃん、おばあちゃん、お母さん、上がろうとなさっていらっしゃる方々

くは、せいざをして開いていました。妹、みんなをしあわせにしてあげたいには、その時信をもち、悲しみにあら

おつとめがすんでから本吹案内をしてと心にちかいました。れる方々には、お励ましの気持ちをこ

学資給与一焚’γ守三 奨’Fイb 52{!'-Ji第 3刷新規採用布
り，＼ r, イ干 計 <tr校lj.’） 小学生 ：ド学f主 小計 貸与高校生 ノトγ・＇t 小学生 to ’F. 

」tii手 i立 171 222 393 51 444 9 10 

了，＇i 森 102 102 204 43 247 I I 

マ1 千 76 96 172 45 217 
，ι』，九， 品主 58 89 147 20 167 4 I 5 
秋 Ill 2 6 8 I 9 

iJJ 形 28 26 54 19 73 
11,¥ 32 44 76 17 93 2 I 3 

1長 域 10 24 34 7 41 

千 ~ 38 16 54 5 59 I 2 

* ）’，. 、 6 5 11 11 

神 保川 6 12 18 8 26 

新 I均 25 36 61 7 68 2 2 

~- υ＂， 111 14 12 26 6 32 
;i; Ill 20 17 37 8 45 I I 

私l JI 4 6 10 3 13 2 

岡 16 27 43 16 59 
2明民'・ 知l 12 15 27 5 32 

o1l: 16 24 40 15 55 I 
)j¥ 布11 I I 2 3 

大 阪 6 3 9 9 

兵 /iii 13 22 35 16 51 

有l ；；且 ILi 7 12 19 5 24 

鳥 取 17 14 31 8 39 
f,); 線 23 18 41 9 50 

阿 山 8 2 10 2 12 

広 f.;; 2 4 6 3 9 

はl II 45 44 89 22 111 

香 Ill 11 11 22 II 33 I 

徳 11 16 27 13 40 

愛 綬 18 18 36 II 47 

高 知l 31 31 62 11 73 

術 i珂 20 22 42 2 44 2 3 
縞岡県有l羽海

佐賀県止：ゆ 10 9 19 19 2 3 
佐賀県有明海

長 山：.i 111 104 215 34 249 4 2 7 

大 分 10 15 25 3 28 

if員 本 7 5 12 4 16 

日 山：.i 18 18 36 4 40 

鹿児向 26 23 49 17 66 

i中 縄 2 2 2 

Fト I, 033 I,, 170 2,203 453 2,656 27 11 4 42 

( 2) 

兵総
庫総
県勢
漁稔

勢婦 勃

縁連
事事の

針舌
挙動

兵
庫
県
漁
婦
連
は
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
募
金
活
動

で
は
第

一
次

・
第
二
次
募
金
と
も
目
標
額
を

上
回
わ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

婦
人
部
の
活
動
は
地
味
で
は
あ
る
が
、
本

年
度
は
、
県
内
の
遺
児
達
の
心
に
残
る
な
に

か
を
｜
｜

と
考
え
、
去
る
八
月
二
十
六
日
、

二
十
七
日
の
両
日
、
県
下
漁
業
関
係
物
故
者

が
介
記
さ
れ
て
い
る
高
野
山
「
漁
友
鎮
魂
之

楠
鳴

よだ
A
Q
一品芙＝民

同

(11／｛和52:,.12JJ,jicJJl在）
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三 都道府県別奨学生数 三

7号雰1

塔
」
参
拝
行
事
を
行

っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
遺
児
達
が
漁
業
後
継
者
と

し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
明

る
く
す
こ
や
か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
五
ヵ
年
計
画
で
募
金
を
行
い
、
父

母
の
眠
る
地
高
野
山
へ
の
参
拝
を
は
じ
め
、

毎
年
進
学
時
に
は
励
ま
し
の
心
を
こ
め
て
、

さ
さ
や
か
で
も
贈
り
も
の
を
し
た
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。

（

兵

庫
県
漁
連
指
導
課
）

兵

庫

県

「；魚友鎮魂之塔」参拝

四

浜

戸

周

作

上
表
の
右
欄
の
昭
和
五
十
二
年
度
第
三
回

新
規
採
用
者
は
、
第
二
回
願
書
締
切
り
以
降

卜
月
末
ま
で
に
出
願
し
、
新
た
に
奨
学
生
に

1
1
1
1
4

な
っ
た
四
二
名
で
す
。
左

…

…

欄
は
、
今
回
採
用
者
を
含

一

’
フ

め
た
総
奨
学
生
の
都
道
府

一

t
県
別

一
覧
表
で
す
。

一

五

十
二
年
度
の
採
用
は

一

た

第
四
回
目
（

一
月
末
締
切
）

内
ノ

を
残
し
て
お
り
ま
す
が
、

6

習

五
十
三
年
度
第
一
回
締
切

l
I
り
は
五
月
十
五
日
で
す
。

司
副

Z

一
二
月
に
中
学
を
め
で
た

E
b
A
r
く
卒
業
さ
れ
る
奨
学
生
は

一

山
三
六
名
、
こ
の
中
の
八

．，

一

割
を
こ
す
人
が
高
校
進
学

五

一

さ

れ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

一

一

ど
う
ぞ
、
頑
張
っ
て
下
さ

1
11
1

ぃ
。
高
校
生
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
宇
資
給
与
が
奨
学
金
貸
与
に
か

わ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
等
は
、
近
く
漁
協

又
は
本
人
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

め
て
「
ガ

ン
バ
レ
グ
」
と
声
援
を
送
り
ま
す
。

そ
し
て
私
の
如
き
恵
ま
れ
過
ぎ
た
人
間
は
、

皆
様
方
が
お
持
ち
の
何
物
か
を
、
き
っ
と
欠

い
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味

で
も
意
義
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
ば

一
家
の
一

親
族
と
し
て
、
海
国
日
本

の一

国
民
と
し
て
、
又

一
船
乗
り
の
子
と
し

て
、
育
英
会
の
お
仕
事
、
佐
藤
幹
児
先
生
に

j系 j

1~1 1 .;tr!£, l 

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昭
和
五
十
二
年

年
事
業
は
、
継
続
奨
学
生
に
対
す
る
学
資
給

与
金
、
奨
学
貸
与
金
と
も
次
の
と
お
り
送
金

し
、
五
十
三
年
一
月
一
臼
付
け
採
用
と
な
る

第
四
回
新
規
採
用
奨
学
生
へ
の
送
金
を
二
月

下
旬
を
め
ど
に
行
い
、
終
了
し
ま
す
。

第

一
回
送
金
六
月
十
三
日

四
月
j
九
月

六
ヵ
月
分

第
二
回
送
金
九
月
十
二
日

継

続

者

十

j
十
二
月

三一
ヵ
月
分

新

規

者

七

i
十
二
月

六

ヵ

月

分

第
三
回

送

金

十

二
月
六
日

継
続
者

一
i
三
月

三
ヵ
月
分

新

規

者

十

1
三
月

六
ヵ
月
分

。
新
年
度
準
備
の
お
願
い

一
、
小
学
校

一
年
に
入
学
し
た
者
に
は
、
小

学
校
入
学
新
規
奨
学
生
記
念
品
（
略
称
入

学
祝
金
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
こ
の
祝
金
は
、

年
度
第

一
回
願
書
締
切
り
（
五
月
十
五
日
）

ま
で
出
願
し
た
者
に
限
る
規
定
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
特
に
、
御
留
意
下
さ
る
よ
う

願
い
ま
す
。

一一
、
な
お
、
昨
年
の
給
与
奨
学
生
の
願
書
提

出
者
の
う
ち
、

す
で
に
兄
又
は
姉
が
奨
学

生
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
弟
又
は
妹
も
当

然
該
当
す
る
の
に
、
入
学
し
て
何
年
も
経

っ
て
か
ら
出
願
し
て
き
た
例
が
、
か
な
り

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
点
新
年
度
に
あ
た
り

も
れ
の
な
い
よ
う
確
認
を
願
い
ま
す
。

二一
、
進
級
・
進
学
手
続
き
の
う
ち
、
進
級
は

本
会
の
名
簿
で
整
理
し
ま
す
が
、
中
学
校

進
学
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
進
学
し
た
中

学
校
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
中
学
校
在
学
証
問
書
の
み
従
来
ど

深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。

過
ぎ
た
ぜ
い
沢
と
、
文
明
の
安
楽
に
身

を
ゆ
だ
ね
る
現
代
人
と
な
ら
ぬ
よ
う
自

戒
を
こ
め
て
。

荒

美

帆

（注）

文
集
は
、
本
会
設
立
五
周
年
記
念
海

難
遺
児
と
お
母
さ
ん
の
文
集
。

佐
藤
幹
児
先
生
は
、

本
紙
第
五
号
、

海
難
遺
児
育
英
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
展
を
。

お
り
提
出
願
い
ま
す
。

四
、
こ
の
三
月
に
は
、
四
三
六
名
が
中
学
を
、

一
七
五
名
が
高
校
及
び
水
産
高
校
専
攻
科

を
卒
業
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、

昨
年
同
様
、
進
路
状
況
報
告
を
後
便
で
お

願
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

中
学
卒
業
者
の
進
路
状
況
は
、
高
校
等

進
学
と
就
職
に
分
け
、
高
校
進
学
者
に
は

同
時
に
本
会
奨
学
貸
与
金
の
貸
与
希
望
の

有
無
を
取
り
ま
す
。
こ
の
報
告
は
、
高
校

又
は
大
学
等
へ
の
進
学
率
及
び
就
職
状
況

を
把
握
し
、
今
後
の
事
業
推
進
の
う
え
で

重
要
な
基
礎
資
料
に
す
る
と
と
も
に
、
育

英
事
業
の
成
果
の
硲
認
で
も
あ
り
ま
す
。

報
告
用
紙
は
、
新
年
度
の
奨
学
生
願
書

類
と
併
わ
せ
、
近
く
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
御
承
知
の
と
お
り
昨
年
ま
で
の

貸
与
事
業
は
、
残
念
な
が
ら
伸
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
み
ら
れ
る

貸
与
月
額
も
、
関
係
者
の
御
努
力
に
よ
り

五
十
三
年
度
高
校
入
学
者
か
ら
、
な
ん
と

か
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

見
通
し
が
た
つ
て
き
ま
し
た
。
四
月

一
日

発
行
の
本
紙
で
確
報
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

五
、
い
よ
い
よ
奨
学
貸
与
金
の
返
還
が
、

新

年
度
か
ら
本
格
化
し
ま
す
。
初
め
て
の
こ

と
で
い
ろ
い
ろ
お
手
数
を
煩
わ
す
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
務
局

一
同
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
七
号
の
編
集
が
少
し
お
く
れ
、
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
と
ど
く
の
が
二
月
に
入
っ
て
し

ま
う
と
、
気
に
し
な
が
ら
ま
と
め
ま
し
た
。

御
投
稿
下
さ
っ
た
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
次
号
は
四
月
で
す
。
へ
手
島
）




